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Cisco HXDPのサポートされているバージョンとシステム
要件

CiscoHXData Platformを正常にインストールするには、特定のソフトウェアおよびハードウェ
アのバージョン、ネットワーク設定が必要です。
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表 1 : Cisco HXDPリリース 5.5(x)のサポートされているバージョンとシステム要件

詳細へのリンク要件

詳細については、『CiscoHyperFlexソフトウェ
アの要件と推奨事項』ドキュメントの

「FI/Server Firmware - 5.5(x)リリース」トピッ
クを参照してください。

サーバのコンポーネントファームウェアが、

次の表に示されている最小バージョン以上で

あることを確認します。

詳細については、『CiscoHyperFlexソフトウェ
アの要件と推奨事項』ドキュメントの「ブラ

ウザの推奨事項」トピックを参照してくださ

い。

推奨ブラウザのリスト。

必要なハードウェアケーブル
• 6200/6400/6500シリーズ FI：サーバーごとに少なくとも 2本の 10 Gb Small Form-Factor
Pluggable（SFP）ケーブルを使用します。

6300シリーズ FI：サーバーごとに少なくとも 2本の 40 GbE QSFPケーブルを使用しま
す。

•ファブリックインターコネクトコンソールケーブル（CAB-CONSOLE-RJ45）の一方の端
が RJ-45コネクタで、もう一方の端が DB9コネクタがあることを確認します。このケー
ブルは、ラップトップ上の RS-232コンソール接続に接続するために使用します。

•標準の電源コードで、電源モジュールとの接続側に IECC13コネクタが付いていることを
確認します。オプションのジャンパ電源コードで、電源モジュールとの接続側に IEC C13
コネクタ、IEC C13コンセントとの接続側に IEC C14コネクタが付いていることを確認し
ます。

詳細については、Cisco UCS 6200 Series Fabric Interconnect Hardware Guideを確認してくだ
さい。

• KVMケーブルは、Cisco HX-Seriesサーバーをシステムに接続します。DB9シリアルコネ
クタ、モニタ用の VGAコネクタ、およびキーボードとマウス用のデュアル USB 2.0ポー
トが付いています。このケーブルを使用すると、システムで稼動するオペレーティングシ

ステムや BIOSに直接接続できます。

この同じ KVMケーブルが UCSラックマウントサーバとブレー
ドサーバの両方に使用されます。

（注）

Mシリーズサーバー用のケーブルとご注文情報の詳細については、それぞれ『CiscoHyperFlex
HX-Series Models』と『Cisco UCS B200 Blade Server Installation and Service Note』を参照してく
ださい。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/release-guidelines-and-support-timeline/b-recommended-hx-data-platform-sw-releases/m-recommended-releases.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/release-guidelines-and-support-timeline/b-recommended-hx-data-platform-sw-releases/m-recommended-releases.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/release-guidelines-and-support-timeline/b-recommended-hx-data-platform-sw-releases/m-recommended-releases.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/release-guidelines-and-support-timeline/b-recommended-hx-data-platform-sw-releases/m-recommended-releases.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/6300-install-guide/6300_Series_HIG.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/tsd-products-support-install-and-upgrade.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/tsd-products-support-install-and-upgrade.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-b-series-blade-servers/products-installation-guides-list.html


ホスト要件
CiscoHyperFlexクラスタには、少なくとも3つのコンバージドHyperFlexノードが含まれます。
追加のストレージが必要ない場合に計算能力を高めるために、compute-onlyノードを追加する
オプションが用意されています。HyperFlexクラスタ内の各サーバは、HyperFlexノードとも呼
ばれます。ストレージクラスタを展開する前に、各ノードに次の設定がインストールされ、構

成されていることを確認してください。

詳細については、『Cisco HX240c/220c HyperFlex Node Installation Guides』を参照してくださ
い。

次のホスト要件が満たされていることを確認します。

•クラスタ内のすべてのサーバ（ノードまたはホスト）で同じ VLAN IDを使用する。

•ストレージクラスタ全体のすべてのESXiサーバで同じ管理者ログインクレデンシャルを
使用する。

rootユーザーは、クラスタの作成時に adminユーザーと同じパス
ワードで作成されます。管理者パスワードを今後変更してもルー

トパスワードは自動的に更新されないため、ルートユーザーパス

ワードを追跡することが重要です。

（注）

•すべての ESXiホストで SSHを有効なままにしてください。

•すべてのサーバ上で DNSと NTPを設定する。

• VMware vSphereをインストールして設定します。

• VICおよび NICのサポート:詳細については、『Cisco HyperFlex Systems:ネットワーキン
グトポロジ』のマニュアルを参照してください。

ディスクの要件
コンバージドノードとコンピューティング専用ノードの間ではディスク要件が異なります。使

用可能な CPUとメモリ容量を増やすには、必要に応じて、コンピューティング専用ノードで
既存のクラスタを拡張できます。このコンピューティング専用ノードによって、ストレージパ

フォーマンスやストレージ容量が向上するわけではあません。

別の方法として、コンバージドノードを追加すると、CPUリソースやメモリリソースだけで
なく、ストレージパフォーマンスやストレージ容量も増えます。

ソリッドステートディスク（SSD）のみを備えたサーバはオールフラッシュサーバです。SSD
とハードディスクドライブ（HDD）の両方を備えたサーバはハイブリッドサーバです。

HyperFlexクラスタ内のすべてのディスクに以下が該当します。
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/TechNotes/b_Cisco_HyperFlex_Systems_Networking_Topologies.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/TechNotes/b_Cisco_HyperFlex_Systems_Networking_Topologies.html


•ストレージクラスタ内のすべてのディスクに同じストレージ容量が割り当てられます。ス
トレージクラスタ内のすべてのノードに同じ数のディスクが割り当てられます。

•すべての SSDで TRIMをサポートし、TRIMが有効になっている必要があります。

•すべての HDDを SATAと SASのどちらかのタイプにすることができます。ストレージ
クラスタ内のすべての SASディスクをパススルーモードにする必要があります。

• SSDとHDDからディスクパーミッションを削除する必要があります。パーミッション付
きのディスクは無視され、HXストレージクラスタに追加されません。

•同じディスク内のサーバ間で操作ディスクを移動する、または同じアクティブクラスタ内
で拡張ノードに移動することはサポートされていません。

•オプションで、ディスク上の既存のデータを削除またはバックアップすることができま
す。指定されたディスク上のすべての既存のデータが上書きされます。

新しいファクトリサーバは、適切なディスクパーティション設

定で出荷されます。新しいファクトリサーバからディスクパー

ティションを削除しなくでください。

（注）

• Ciscoから直接購入したディスクのみがサポートされます。

•自己暗号化ドライブ（SED）を備えたサーバでは、キャッシュドライブと永続ストレージ
（容量）ドライブの両方を SED対応にする必要があります。このようなサーバは、保管
中のデータの暗号化（DARE）をサポートします。

•サポートされていないドライブまたはカタログのアップグレードに関するエラーが表示さ
れた場合は、[カタログアップデート（Catalog Update）]を参照してください。

以下の表にリストされているディスクに加えて、すべてのM5/M6コンバージドノードには、
ESXiがインストールされたM.2 SATA SSDがあります。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/AdminGuide/5-0/b-hxdp-admin-guide-5-0/m_hxdp_cluster_manage.html#Cisco_Concept.dita_84a53f37-24b3-4e1c-b6a5-75fbc3dcb688


1台のサーバまたはストレージクラスタで、ストレージディスクのタイプやストレージサイ
ズを混在させないでください。ストレージディスクタイプの混在はサポートされません。

•キャッシュディスクまたは永続ディスクを交換する際は、元のディスクと同じタイプとサ
イズを常に使用します。

•永続ドライブを混在させないでください。1台のサーバでは、すべて HDDまたは SSDに
して、同じサイズのドライブを使用します。

•ハイブリッドキャッシュドライブタイプとオールフラッシュキャッシュドライブタイ
プを混在させないでください。ハイブリッドサーバではハイブリッドキャッシュデバイ

スを使用し、オールフラッシュサーバではオールフラッシュキャッシュデバイスを使用

します。

•暗号化されたドライブタイプと暗号化されていないドライブタイプを混在させないでく
ださい。SEDハイブリッドドライブまたは SEDオールフラッシュドライブを使用しま
す。SEDサーバでは、キャッシュドライブと永続ドライブの両方を SEDタイプにする必
要があります。

•すべてのノードで SSDを同じサイズと数量にする必要があります。異なる SSDタイプを
混在させることはできません。

（注）

それぞれのサーバでサポートされているドライブのキャパシティと台数の詳細については、対

応するサーバモデルの仕様書を参照してください。

既存のクラスタを拡張する際の、互換性のある PIDについては、Cisco HyperFlex Drive
Compatibilityドキュメントを参照してください。

コンピューティング専用ノード

次の表に、コンピューティング専用機能にサポートされるコンピューティング専用ノードの構

成を示します。コンピューティング専用ノード上のストレージは、ストレージクラスタのキャッ

シュまたはキャパシティに含まれません。

クラスタにコンピューティングノードが追加されると、そのノードは、コンピューティング専

用のサービスプロファイルテンプレートによって SDカードから起動できるように自動設定
されます。別の形式のブートメディアを使用する場合は、ローカルのディスク設定ポリシーを

更新してください。サーバに関連したポリシーについては、Cisco UCS Managerサーバ管理ガ

イドを参照してください。

（注）
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/hx-drive-compatibility.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/hx-drive-compatibility.html


ESXiのブートでサポートされている方法サポートされているコンピューティ

ング専用ノードサーバ

任意の方法を選択します。

ESXiインストールでサーバに 1つの形式の
ブートメディアだけが公開されていること

を確認します。インストール後に、さらに

ローカルディスクまたはリモートディスク

を追加できます。

HXコンピューティング専用ノードの USB
ブートはサポートされていません。

重要

• ESXiインストールされているミラー構成での SD
カード。

•ローカルドライブの HDDまたは SSD。

• SANブート

• M.2 SATA SSDドライブ。

HW RAID M.2（UCS-M2-HWRAIDおよび
HX-M2-HWRAID）は、HX Data Platform
バージョン4.5（1a）以降でサポートされる
ブート設定です。

（注）

• Cisco B200 M5/M6

• C240 M5/M6

• C220 M5/M6

• C480 M5

• B480 M5

ポート要件
ネットワークがファイアウォールの背後にある場合は、標準のポート要件に加え、VMwareに
は VMware ESXiおよび VMware vCenterに対するポートが推奨されます。

• CIP-Mは、クラスタ管理 IPに使用します。

• SCVMは、コントローラ VMの管理 IPです。

• ESXiは、ハイパーバイザの管理 IPです。

HyperFlexソリューションのコンポーネント通信に必要なポートの包括的なリストは、HXData
Platform Security Hardening Guideの付録 Aに記載されています。

標準構成がなく、異なるポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、HX Data
Platform Security Hardening Guideを参照してください。

ヒント
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https://www.cisco.com/c/dam/en/us/support/docs/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-data-platform/HX-Hardening_Guide.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/support/docs/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-data-platform/HX-Hardening_Guide.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/support/docs/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-data-platform/HX-Hardening_Guide.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/support/docs/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-data-platform/HX-Hardening_Guide.pdf


HyperFlex外部接続
基本情報IPアドレス/FQDN/ポー

ト/バージョン
説明外部接続

HTTPSポート番号：
443

1.0.5-2084以降（Cisco
Intersightによって自動
的にアップグレード）

サポートされている

HXシステムは、各シ
ステムの管理コント

ローラに組み込まれて

いるデバイスコネクタ

を介して Cisco
Intersightに接続されま
す。

Intersightデバイスコ
ネクタ
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基本情報IPアドレス/FQDN/ポー
ト/バージョン

説明外部接続

すべてのデバイスコネ

クタは、

svc.intersight.comを

適切に解決でき、かつ

ポート 443のアウトバ
ウンドで開始される

HTTPS接続を許可する
必要があります。現在

のHXインストーラで
は、HTTPプロキシの
使用がサポートされて

います。

ESXi管理の IPアドレ
スは、インストーラか

ら ESXi管理に必要と
されるすべてのポート

を介して、Cisco UCS
Managerから到達可能
である必要がありま

す。これにより、Cisco
Intersightから ESXi管
理を展開できるように

なります。

ESXiホストに
よって開始され

（注）

たポート 443で
のアウトバウン

ド HTTPS接続
は、デフォルト

の ESXiファイ
アウォールに

よってブロック

できます。この

接続を許可する

ために、ESXi
ファイアウォー

ルを一時的に無

効にすることが

できます。

ESXiファイア
ウォールを無効
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8

インストールの前提条件

HyperFlex外部接続



基本情報IPアドレス/FQDN/ポー
ト/バージョン

説明外部接続

にするには、
esxcli network

firewall set

--enabled=false

コマンドを使用

し、インストー

ルが完了したら
esxcli network

firewall set

--enabled=false

コマンドを使用

してファイア

ウォールを再度

有効にします。

詳細については、

Intersightヘルプセン
ターのネットワーク接

続要件を参照してくだ

さい。

Auto Supportは、ノー
ドのドライブ障害など

のハードウェア問題が

発生した際の診断に役

立つハードウェアカウ

ンタの履歴を提供する

ため、有効にすること

を強く推奨します。

SMTPポート番号：25Auto Support（ASUP）
は、HX Data Platform
を通じて提供されるア

ラート通知サービスで

す。

Auto Support

ファブリックインターコネクトのアップリンクのプロビ

ジョニング
HyperFlexクラスタをセットアップする前に、最適なネットワークトラフィック管理のために
アップストリーム帯域幅の容量を計画します。これにより、コンポーネントの障害や部分的な

ネットワーク停止が発生してもフローの安定状態が保証されます。

デフォルトでは、hx-vm-network vSwitchがアクティブ/アクティブとして設定されます。それ
以外の vSwitchは、アクティブ/スタンバイとして設定されます。

インストールの前提条件
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https://intersight.com/help/getting_started#network_connectivity_requirements
https://intersight.com/help/getting_started#network_connectivity_requirements


すべてのVLAN（ストレージデータと vmotionを含む）は、アップストリームで構成する必要
があります。一時的なアップストリーム接続が必要なフェールバック時間の問題を防ぐために

ストレージデータをアップストリームで構成することが不可欠です。

（注）

FIに対してCatalystスイッチを実行しているクラスタの場合は、最適なQuality of Service (QOS)
MTUを 9216に設定します (LAN > LAN Cloud > QoSシステムクラスにあります)。そうでない
場合、フェールオーバーは失敗します。

（注）

図 1 :単一ホストの HyperFlex Data Platform接続

デフォルトの vSwitch NICチーミングポリシーとフェールオーバーポリシーを [yes] に設定し
ます。これにより、管理トラフィック、vMotionトラフィック、およびストレージトラフィッ
クのすべてが、ローカルでファブリックインターコネクトに転送されるようになり、フローを

安定した状態に維持できます。vNIC-aで障害が発生すると、ESXiがロードバランシングを計
算し、すべての仮想ポートを vNIC-bに再ピニングします。vNIC-aがオンライン状態に戻った
時点で、再びピニングが適用され、vNIC-aと vNIC-bの間で仮想ポートが元のように均等に分
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配されます。これにより、CiscoUCSファブリックインターコネクトのアップストリームでの
遅延と帯域幅使用量が削減されます。

図 2 :安定した状態のトラフィックフロー

1つ以上のサーバーリンクで障害が発生した場合（たとえばホスト 1がファブリックAへの接
続を失い、ホスト 2がファブリック Bへの接続を失った場合）は、トラフィックがアップス
トリームスイッチを通過する必要があります。したがってアップリンクネットワーク帯域幅

の使用率が増加し、新しいアップリンクを追加する必要があります。
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図 3 :リンク障害発生時のトラフィックフロー

1つのファブリックインターコネクトから 2つの異なるアップストリームスイッチへのアップ
リンクが存在する場合は、FIで分離レイヤ2（DJL2）と呼ばれる状態が発生します。DJL2は、
FIがエンドホストモードとなっているときに DJL2が適切に設定されていないと発生するこ
とが既知となっています。

DJL2を適切に導入するには、『CiscoUCS 6300 Series Fabric Interconnect HardwareGuide—Deploy
Layer 2 Disjoint Networks Upstream in End Host Mode』というホワイトペーパーを参照してくだ
さい。

（注）

ネットワーク設定

すべての IPアドレスは IPv4である必要があります。HyperFlexは IPv6アドレスをサポートし
ていません。

重要

ユーザー VMトラフィックにストレージデータ VLANを使用することはできません。（注）
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/6300-install-guide/6300_Series_HIG.html


ベストプラクティス

•ネットワークごとに異なるサブネットと VLANを使用する必要があります。

• 10 Gbpsケーブルを使用して、各ホストを Cisco UCSファブリックインターコネクトに直
接接続します。

•デフォルトの VLANである VLAN 1を使用しないでください。特に Disjoint Layer 2設定
を使用している場合はネットワーキングの問題が発生する可能性があります。

•デフォルトで、インストーラは VLANを非ネイティブとして設定します。非ネイティブ
VLANに対応するようにアップストリームスイッチを確実に設定してください。

• UCSファブリックインターコネクトからのアップリンクからラックスイッチの全ての最
上位までのポートは、Port-Fast、スパニングツリーポートタイプのエッジトランク、また
はポートをただちにフォワーディングモードにする類似のスパニングツリー構成を持つ必

要があります。スイッチのベンダーとモデルに応じて、エッジトランクモードまたは

PortFastエッジモードでスパニングツリーを構成する必要があります。この追加設定に
より、リンクがフラップまたは状態を変更したときに、不要なスパニングツリーステー

トを介して遷移せず、トラフィック転送が開始される前に遅延が発生することがなくなり

ます。PortFast EdgeモードでFIアップリンクを適切に設定しないと、HyperFlexネイティ
ブの高可用性ネットワーク設計を活用する障害シナリオおよびインフラストラクチャアッ

プグレード中にネットワークおよびクラスタが停止する可能性があります。

ESXiホストごとに、次のネットワークが必要です。

•管理トラフィックネットワーク：vCenterから、ハイパーバイザ（ESXiサーバ）管理とス
トレージクラスタ管理を処理します。

•データトラフィックネットワーク—ハイパーバイザおよびストレージデータトラフィッ
クを処理し、HyperFlexクラスタごとに一意の VLANである必要があります。

• vMotionネットワーク

• VMネットワーク

4つの vSwitchがあり、それぞれが異なるネットワークを伝送します。

• vswitch-hx-inband-mgmt— ESXi管理、ストレージコントローラ管理と複製に使用されま
す。この 2つの vSwitchは、割り当てられた静的 IPアドレスでさらに 2つのポートグルー
プに分割され、ストレージクラスタと ESXiホスト間のトラフィックを処理します。

• vswitch-hx-storage-data：ESXiストレージデータと HX Data Platformの ISCSIに使用され
ます。この 2つの vSwitchは、割り当てられた静的 IPアドレスでさらに 2つのポートグ
ループに分割され、ストレージクラスタと ESXiホスト間のトラフィックを処理します。
この 2つの vSwitchは、割り当てられた静的 IPアドレスでさらに 2つのポートグループ
に分割され、ストレージクラスタと ESXiホスト間のトラフィックを処理します。

• vswitch-hx-vmotion：VMとストレージ vMotionに使用されます。

この vSwitchには、vCenterクラスタ内のすべてのホストに接続する vSphereで定義された
管理用ポートグループが 1つあります。

インストールの前提条件
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• vswitch-hx-vm-network：VMデータトラフィックに使用されます。

Cisco UCS Manager内の対応する vNICテンプレート上で VLANを追加または削除するこ
とができます。詳細な手順については、『Managing VLANs in Cisco UCS Manager』と
『Managing vNIC templates in Cisco UCS Manager』を参照してください。VSwitch上でポー
トグループを作成するには、『Adding Virtual Port Groups to VMware Standard vSwitch』を
参照してください。

1. vSwitchは HX Data Platformインストーラによって自動的に作成されます。

2. HyperFlexストレージクラスタの作成後に、vSphereの次のサービスを有効にする必要があ
ります。

• DRS（オプション、ライセンス登録されている場合）

• VMotion

•ハイアベイラビリティ

（注）

VLANと vSwitchの要件
•少なくとも 3つの VLAN IDを指定します。

•インストール中にファブリックインターコネクト上ですべての VLANを設定する必要が
あります。

•すべてのVLAN（ストレージデータと vmotionを含む）は、アップストリームで構成する
必要があります。一時的なアップストリーム接続が必要なフェールバック時間の問題を防

ぐためにストレージデータをアップストリームで構成することが不可欠です。

説明VLANタイプ

次のネットワークごとに、異なるサブネットと VLANを使用する必要がありま
す。

（注）

VLAN名：<user-defined>（たとえば、
「hx-inband-mgmt」）

VLAN ID：<user-defined>

VLAN ESXiおよびHyperFlex管理ト
ラフィック

VLAN名：<user-defined>（たとえば、
「hx-storage-data」）

VLAN ID：<user-defined>

VLAN HyperFlexストレージトラ
フィック

インストールの前提条件
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0110.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/3-1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_3_1_chapter_0111.html#d24564e315a1635
http://pubs.vmware.com/vsphere-60/index.jsp?topic=%2Fcom.vmware.vsphere.networking.doc%2FGUID-004E2D69-1EE8-453E-A287-E9597A80C7DD.html


説明VLANタイプ

VLAN名：<user-defined>（たとえば、「hx-vmotion」）

VLAN ID：<user-defined>

VLAN VM vMotion

VLAN VMネットワーク：<user-defined>（たとえば、
「hx-vm-network」）。これは一意の VLAN HyperFlex
クラスタである必要があります。

VLAN ID：<user-defined>

VLAN VMネットワーク

外部スイッチVLANタギング（EST）を使用したVLANタギングおよび vSwitch設定は、UCS
Managerプロファイルを使って適用されます。HX Data Platformインストーラは、このプロセ
スを簡素化します。

•デフォルトの VLANである VLAN 1を使用しないでください。特に Disjoint Layer 2設定
を使用している場合はネットワーキングの問題が発生する可能性があります。VLAN 1以
外の VLANを使用します。

デフォルトで、インストーラは VLANを非ネイティブとして設定します。非ネイティブ
VLANに対応するようにアップストリームスイッチを設定します。

•インバンド管理は、VLAN 2または VLAN 3ではサポートされていません。

（注）

Cisco UCSの要件
プロンプトが表示されたら、UCSファブリックインターコネクトと UCS Managerに関するリ
ストの内容を提供してください。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの要件

基本的な情報UI要素

スイッチタイプと接続タイプを指定します

（SFP + Twin Axまたは光）。
アップリンクスイッチモデル

<IPアドレス>。ファブリックインターコネクトクラスタの IP
アドレス

<IPアドレス>。FI-Aの IPアドレス

<IPアドレス>。FI-Bの IPアドレス

00:00:00MACアドレスプールを確認します。MAC Address Pool

インストールの前提条件
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基本的な情報UI要素

KVM IPプール。少なくとも 4つの IPアドレ
ス。

IPブロック

たとえば、 255.255.0.0とします。サブネットマスク

たとえば、 10.193.0.1とします。デフォルトゲートウェイ

Cisco UCS Managerの要件

基本的な情報UI要素

ホスト名または IPアドレス。UCS Managerのホスト名

<管理者ユーザ名>ユーザ名

<管理者ユーザ名>パスワード

ハイパーバイザ要件
vCenterを介して、ストレージ管理ネットワークまたはストレージデータネットワーク上の
ESXiサーバが使用できるアドレス範囲から、IPアドレスを入力します。すべてのネットワー
クアドレスの静的 IPアドレスを指定します。

•データネットワークと管理ネットワークは異なるサブネット上になければなりません。

•ストレージクラスタの作成後は、データネットワーク IPアドレスを変更できません。管
理ネットワーク IPの変更については、Cisco TACにお問い合わせください。

•（必須の操作ではありませんが）DNS名を指定する場合には、IPアドレスの転送と逆DNS
ルックアップを有効にしてください。

•インストーラの IPアドレスは、ハイパーバイザおよびストレージコントローラ VMが使
用する管理サブネットから到達可能である必要があります。インストーラアプライアンス

は、インストールするクラスタに含まれない VMwareワークステーションまたは ESXiホ
ストで動作する必要があります。

（注）

データネットワークの IPアドレス管理ネットワークの IPアドレス

ストレージコントロー

ラ

ハイパーバイザストレージコントロー

ラ

ハイパーバイザ

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>
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データネットワークの IPアドレス管理ネットワークの IPアドレス

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

<IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス><IPアドレス>

VLAN_ID[VLANタグ（VLAN

Tags）]

VLAN_ID[VLANタグ（VLAN

Tags）]

サブネットマスクサブネットマスク

デフォルトゲートウェ

イ

デフォルトゲートウェ

イ

インストーラアプライアンスの IPアドレス

<IPアドレス><IPアドレス>

ストレージクラスタ要件
ストレージクラスタは、Cisco HX Data Platformのコンポーネントです。vSphere Webクライア
ントで単一のデータストアが容易にプロビジョニングされ、それによりストレージの複雑さを

軽減します。コントローラリソースを活用して高可用性を実現するために、ストレージクラ

スタ内のすべてのサーバのディスクにデータが分散されます。

ストレージクラスタは、関連する vSphereクラスタから独立しています。vSphereクラスタ内
の ESXiホストを使用してストレージクラスタを作成できます。

ストレージクラスタを定義するには、次のパラメータを指定します。

説明フィールド

ストレージクラスタの名前を入力します。名前（Name）

これにより、各ESXiホスト上でストレージ管理ネットワーク
へのアクセスが可能になります。

•この IPアドレスは、ノードの管理 IPアドレスと同じサ
ブネット上に存在する必要があります。

•同じサブネット上の他のクラスタとの間でクラスタ管理
IPが最後のオクテットを共有できないようにしてくださ
い。

•これらの IPアドレスは、「ハイパーバイザ」のセクショ
ンで各ノードに割り当てる 4つの IPアドレスとは別の追
加的なアドレスです。

管理 IPアドレス

インストールの前提条件
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説明フィールド

これにより、各ESXiホスト上でストレージデータネットワー
クとストレージコントローラVMネットワークへのアクセス
が可能になります。

同じ IPアドレスをクラスタ内のすべての ESXiノードに適用
する必要があります。

ストレージクラスタデータの

IPアドレス

データレプリケーション係数により、ストレージクラスタ全

体のデータの冗長レプリカの数が定義されます。

これは HX Data Platformのインストール中に設定され、変更
はできません。

[データレプリケーション係数（DataReplication Factor）]を選
択します。選択できる基準は、次のとおりです。

•データ複製ファクタ3:HyperflexEdgeを除くすべての環境
で複製ファクタ 3を強く推奨しています。複製ファクタ
2では、可用性と復元性のレベルが低くなります。コン
ポーネントまたはノードの障害による停電のリスクは、

アクティブかつ定期的なバックアップを作成することに

より軽減されます。

これは推奨オプションです。注目

•データレプリケーション係数 2：データの冗長複製を 2
つ保持します。この場合、ストレージリソースの消費量

は少なくてすみますが、ノードやディスクの同時障害が

発生した場合にデータ保護が低下します。

ストレージクラスタ内のノードまたはディスクで障害が

発生すると、クラスタの機能に影響が生じます。複数の

ノードで障害が発生する場合や、1つのノードと別のノー
ド上のディスクで障害が発生する場合を、同時障害と呼

びます。

データレプリケーションファ

クタ

vCenter設定要件
vCenter用に管理者レベルのアカウントとパスワードを指定します。既存のvCenterサーバーが
存在することを確認します。次の vSphereサービスが動作していることを確認します。

•ダイナミックリソーススケジューラ（DRS）を有効にします（オプション。ライセンス
供与時に有効）。

• vMotionを有効にします。

インストールの前提条件
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•高可用性（HA）を有効にします（フェールオーバー容量を定義するため、またデータス
トアハートビートを拡張するために必要）。

•ユーザ VMはバージョン 9以降である必要があります（HX Data Platform、ネイティブス
ナップショット、および ReadyClonesを使用するために必要）。

説明フィールド

現在の vCenterサーバー webアドレスを入力
します。

例：http://<IPアドレス>など。

vCenter Server

<管理者ユーザ名>を入力します。ユーザ名

<管理者パスワード>を入力します。パスワード

vCenterデータセンター用の必要な名前を入力
します。

データセンター名

既存のデータセンターオブジェク

トを使用できます。データセン

ターが vCenterに存在しない場合
は、作成されます。

（注）

vCenterクラスタ用の必要な名前を入力しま
す。クラスタには、3つ以上の ESXiサーバが
含まれる必要があります。

クラスタ名

システムサービス要件
CiscoHXData Platformをインストールする前に、次のネットワーク接続とサービスが稼働して
いることを確認します。

• DNSサーバ

DNSサーバはHXストレージクラスタの外側に配置される必要が
あります。ネストされたDNSサーバは、DC電源損失時など、ク
ラスタ全体がシャットダウンした後にクラスタが起動しない可能

性があります。

注意

• NTPサーバ

インストールの前提条件
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NTPサーバはHXストレージクラスタの外側に配置される必要が
あります。ネストされた NTPサーバは、DC電源損失時など、ク
ラスタ全体がシャットダウンした後にクラスタが起動しない可能

性があります。

注意

•ストレージクラスタを設定する前に、NTPサーバが稼働状態
で、信頼性の高い時間のソースを提供していることを手動で

確認します。

•すべてのノード（コンバージドとコンピューティングの両
方）とすべてのストレージコントローラVMに同じNTPサー
バを使用します。

• NTPサーバは、安定性があり、（クラスタの存続期間中に）
中断せず、静的 IPアドレス経由で到達可能である必要があり
ます。

•アクティブディレクトリを NTPサーバとして使用している
場合、NTPサーバがMicrosoftベストプラクティスに従って
設定されていることを確認してください。詳細については、

『Windows Time Service Tools and Settings』を参照してくださ
い。NTPサーバが適切に設定されていない場合、同期が行わ
れず、クライアント側で時間同期を修正する必要が発生する

可能性があります。詳細については、『Synchronizing
ESXi/ESX time with a Microsoft Domain Controller』を参照して
ください。

（注）

• [タイムゾーン（Time Zone）]
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基本的な情報フィールド

<IP address>

HyperFlex Data Platformのインストール中にホスト名を使用する場
合は、DNSサーバーアドレスが必須です。

（注） • DNSサーバを使用しない場合は、HX Data Platform
インストーラの [クラスタの設定（Cluster
Configuration）]ページの [システムサービス
（System Services）]でホスト名を入力しないでく
ださい。IPアドレスのみを使用します。

•複数の DNSサーバアドレスを指定するには、アド
レスをカンマで区切ります。DNSサーバアドレス
が正しく入力されていることを注意深く確認してく

ださい。

[DNSサーバ（DNS
Server(s)）]

<IP address>

NTPサーバは、以下の間のクロック同期に使用されます。

•ストレージコントローラ VM

• ESXiホスト

• vCenter Server

NTPサーバの静的 IPアドレスは、ストレージコント
ローラVM、ESXiホスト、および vCenter Server間のク
ロック同期を保証するために必要です。

重要

インストール中に、この情報がすべてのストレージコントローラ

VMおよび対応するホストに伝播されます。ストレージクラスタの
起動時に自動的に各サーバが同期されます。

NTPサーバ

(信頼性の高いNTPサー
バが必要です)

<使用するタイムゾーン>

ストレージコントローラ VMのタイムゾーンを選択します。これ
は、スケジュール済みのスナップショットを取得するタイミングを

決定するために使用されます。

すべての VMを同じタイムゾーンにする必要がありま
す。

（注）

[タイムゾーン（Time
Zone）]

インストールの前提条件

21

インストールの前提条件

システムサービス要件



コントローラ VMの CPUリソース予約
ストレージコントローラ VMは HyperFlex Data Platform用の重要な機能を提供するので、HX
Data Platformインストーラはコントローラ VMの CPUリソース予約を設定します。この予約
により、コントローラ VMに最低限必要な CPUリソースが割り当てられることが保証されま
す。これは、ESXiハイパーバイザーホストの物理CPUリソースがゲストVMによって大量に
消費される状況で役立ちます。次の表に、ストレージコントローラ VMの CPUリソース予約
の詳細を示します。

制限予約共有VM CPUの数製品 ID

無制限10,800 MHz低12HXAF220C-M5SN/M6SN（すべて
の NVMe 220）

HXAF240C-M6SN（すべての
NVMe 240）

無制限10,800 MHz低16HXブーストモードが有効な場
合：

HXAF225C-M6

HXAF220C-M5SN/M6SN（すべて
の NVMe 220）

HX245C-M6

HXAF240C-M6SN（すべての
NVMe 240）

無制限10,800 MHz低12HXブーストモードが有効な場
合：

HXAF220C-M5/M6

HXAF240C-M5SX/M6

無制限10,800 MHz低8他のすべてのモデル

HXブーストモードを有効にしても、コントローラ VMの CPU予約は変更されません。コン
トローラ VMが消費できる CPUの上限を変更するだけです。

（注）

コントローラ VM用メモリリソース予約
次の表に、ストレージコントローラ VM用のメモリリソース予約の詳細を示します。
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すべてのゲストメモリを

予約

ゲストメモリの量サーバモデル

はい48 GBHX220c-M5/M6

HX-E-220M5SX

HX-E-220M6S

○48 GB

7.6 TB SSD（SEDおよび
非 SED）を搭載した構成
の場合は 56 GB

HXAF220C-M5/M6

HXAF-E-220M5SX

HXAF-E-220M6SX

はい72 GBHX240C-M5SX/M6SX

HX-E-240M5SX

HX-E-240M6SX

○72 GB

7.6 TB SSD（SEDおよび
非 SED）を搭載した構成
の場合は 88 GB

HXAF240C-M5SX/M6SX

HXAF-E-240M5SX

HXAF-E-240M6SX

Yes78 GBHX240C-M5L

HX240C-M6L

はい8 TB NVMe容量ドライブ
を使用する構成の場合は
72 GB

8 TB NVMe容量ドライブ
の構成の場合は 84 GB

15 TB容量の
ドライブは、

M6サーバー
でのみサポー

トされます。

（注）

HXAF220C-M5SN（すべての NVMe
220）
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すべてのゲストメモリを

予約

ゲストメモリの量サーバモデル

はい8 TBまたはそれ以下の
NVMe容量ドライブを使
用する構成の場合は 70
GB

15TBNVMe容量ドライブ
の構成の場合は 74 GB

15 TB容量の
ドライブは、

M6サーバー
でのみサポー

トされます。

（注）

HXAF220C-M6SN（すべての NVMe
220）

対応8 TB NVMe容量ドライブ
を使用する構成の場合は
72 GB

8 TB NVMe容量ドライブ
の構成の場合は 84 GB 1

15TBNVMe容量ドライブ
の構成では 94 GB 2

HXAF240C-M6SN（すべての NVMe
240）

はい48 GB

7.6 TBドライブ
は
HXAF240C-M5SD
でサポートされ

ますが、より高

いメモリ構成は

必要ありませ

ん。

（注）

HXAF245C-M6SX

HX245C-M6SX

HXAF240C-M5SD

HX240C-M5SD（奥行240）

HXAF225C-M6S-EXP

HX225C-M6S-EXP

1 HX 5.0(2b)以降のバージョンが必要
2 HX 5.0(2b)以降のバージョンが必要

• C240ラックサーバは、2ラックユニット（2RU）フォームファクタで非常に優れた拡張
性と高いパフォーマンスを提供します。

• C220サーバは、1ラックユニット（1RU）フォームファクタで拡張性を提供します。

• 16 TB LFFドライブのサポートは有効になっていません。
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HX 5.0(2b)以降、新しいコントローラ VMメモリ割り当ては、HX 5.0(2b)以降を使用して新規
インストールまたは SW再展開として展開されたクラスタ、または 5.0(2b)の後に拡張された
ノードに対して行われます。HX 5.0(2b)以降にクラスタをアップグレードする場合、コント
ローラ VMに割り当てられるメモリが自動で変更されないように注意してください。CVMメ
モリを削減したい場合は、手動で行う必要があります。CVMメモリを手動で変更する方法の
詳細については、クラスタのコントローラメモリの変更（25ページ）を参照してください。

（注）

クラスタのコントローラメモリの変更
HX 5.0(2b)以降、新しいコントローラ VMメモリ割り当ては、HX 5.0(2b)以降を使用して展開
されたクラスタに対して、新規インストールまたはソフトウェアの再展開として、または5.0(2b)
の後に拡張されたノードに対して行われます。HX 5.0(2b)以降にクラスタをアップグレードす
る場合、コントローラVMに割り当てられるメモリが自動で変更されないように注意してくだ
さい。CVMメモリを削減したい場合は、手動で行う必要があります。

行った変更は、通常、コンピューティングノードには適用されず、コンバージドノードにのみ

適用されます。

（注）

ノードのコントローラ VMメモリを変更するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ノードをメンテナンスモードにします。詳細については、『HX管理ガイド、リリース 5.0』の「Cisco
HyperFlexメンテナンスモードの開始」を参照してください。

ステップ 2 vSphere Webクライアントから、SCVMを選択し、次の手順を実行します。

a) 設定を編集します。
b) メモリを調整します。メモリを適切に調整する方法の詳細については、コントローラ VM用メモリリ
ソース予約（22ページ）を参照してください。

ステップ 3 の「CiscoHyperFlexメンテナンスモードの終了」メンテナンスモードの終了を参照してください。詳細に
ついては、『HX管理ガイド、リリース 5.0」を参照してください。

ステップ 4 top -n 1 -b | grep Memまたは free -mを入力して、メモリの変更を確認します。

以下の例は、SCVMメモリが 96GBの場合です。

例：

root@SpringpathControllerA01BC2DEFG:~# top -n 1 -b | grep Mem
Mem: 99010800k total, 7274456k used, 91736344k free, 19620k buffers

root@SpringpathController55I37QHCXA:~# free -m
total used free shared buff/cache available
Mem: 98304 37692 58095 6 2517 34263
Swap: 0 0 0
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ステップ 5 クラスタにログインし、hxcli cluster --detailコマンドを実行して、クラスタがオンラインで正常であるこ
とを確認します。

例：

root@SpringpathControllerA01BC2DEFG:~# hxcli cluster --detail
address: 192.168.255.165
name: hx-3
state: online
uptime: 181 days 3 hours 9 minutes 2 seconds
activeNodes: 4 of 4
compressionSavings: 38.5514792631
deduplicationSavings: 96.9983763142
freeCapacity: 7.9T
healingInfo:
inProgress: False

resiliencyDetails:
current ensemble size:4
# of caching failures before cluster shuts down:3
minimum cache copies remaining:3
minimum data copies available for some user data:3
minimum metadata copies available for cluster metadata:3
# of unavailable nodes:0
# of nodes failure tolerable for cluster to be available:1 health state reason:storage cluster is healthy.
# of node failures before cluster shuts down:3
# of node failures before cluster goes into readonly:3
# of persistent devices failures tolerable for cluster to be available:2
# of node failures before cluster goes to enospace warn trying to move the existing data:na
# of persistent devices failures before cluster shuts down:3
# of persistent devices failures before cluster goes into readonly:3
# of caching failures before cluster goes into readonly:na
# of caching devices failures tolerable for cluster to be available:2

resiliencyInfo:
messages:
Storage cluster is healthy.

state: 1
nodeFailuresTolerable: 1
cacheDeviceFailuresTolerable: 2
persistentDeviceFailuresTolerable: 2

spaceStatus: normal
totalCapacity: 8.0T
totalSavings: 98.155546647
usedCapacity: 127.3G
clusterAccessPolicy: lenient
dataReplicationCompliance: compliant
dataReplicationFactor: 3

次のタスク

クラスターが正常になったら、すべての SCVMのメモリが変更されるまで、各 SCVMでこれ
らの手順を（一度に 1つずつ）繰り返します。
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Auto Support要件
Auto Support（ASUP）は、HX Data Platformを通じて提供されるアラート通知サービスです。
Auto Supportを有効にすると、HX Data Platformから、指定されたメールアドレスまたは通知
を受信したい電子メールエイリアスに通知が送信されます。

自動サポートを設定するには、次の情報が必要です。

自動サポート

HXストレージクラスタの作成時にこのボックスをオンにし
ます。

[自動サポートの有効化
（Enable Auto Support）]
チェックボックス

<IP address>

AutoSupportを有効にするには、ネットワーク上でSMTPメー
ルサーバを設定する必要があります。すべてのストレージコ

ントローラVMの IPアドレスから送信された電子メールを処
理するために使用します。

未認証の SMTPのみがASUPのサポート対象とな
ります。

（注）

メールサーバ

<username@domain.com>

Auto Support通知の送信に使用する電子メールアドレス。

メール送信者

Auto Support通知を受信する電子メールアドレスまたは電子
メールエイリアスのリスト。

ASUP受信者

Auto Supportは、ノードのドライブ障害などのハードウェア問題が発生した際の診断に役立つ
ハードウェアカウンタの履歴を提供することになるため、有効にすることを強く推奨します。

（注）

シングルサインオンの要件
SSO URLが vCenterから提供されます。コントローラ VMからその URLに直接到達できない
場合は、[インストーラの詳細設定（Installer Advanced Settings）]を使用して場所を明示的に設
定します。
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シングルサインオン（SSO）

SSO URLは、vCenterの [vCenterサーバ（vCenter Server）] >
[管理（Manage）] > [詳細設定（Advanced Settings）]にあり
ます（キー config.vpxd.sso.sts.uri）。

SSOサーバの URL
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


